
　　　　

2024 年 2 月 11 日

8 時 30 分から 17 時 30 分まで なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

・季節の行事(初詣、お花見、水遊び、ハロウィン、クリスマス、3年生を送る会など)
・外出イベント(ショッピングモール、地域のお祭、デイキャンプ、電車を使い遠出、防災館など)
・調理イベント(基礎的な包丁の使いかた、炊飯、たこ焼き、焼きそば、クッキー、かき氷、お弁当など)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・創作
活動(レジン、ネイルチップ、ミシンで裁縫、キャンドル、サシェ、オーブン陶土など)

（別添資料１）

家族支援
・家族からの相談に対する適切な助言。
・障害の特性に配慮した家庭環境の整備のための相談支援
・普段からの子どもたちの様子の共有

移行支援

・ライフステージの切り替え(進級、進学、就労)を見据えての変化に合わせた課題提示及
び実践
・卒業校、在籍校、進学先、就職先、併用利用事業所との情報共有
・同年代の子供を始めとした地域における仲間づくりのための在籍校との交流活動

地域支援・地域連携

・各関係機関や関係各所との連絡事項、情報の共有
・ケース会議などの連携
・市内、市街福祉事業所との連携
・市内社会福祉協議会への参加

職員の質の向上

・新入職員研修、中堅者研修、管理者研修などの階層別研修
・スキルアップのための研修(社内大学、外部研修)
・法律に関する研修(虐待防止、身体拘束、BCP,安全計画、感染症、非常災害対策訓練)
・ケース検討会

支　援　内　容

・健康状態の維持や改善、生活の基本的スキル習得や生活リズムを整えられるようにリラックスできる環境を整えます。(生活習慣:心身の状況把握、健康管理:手洗い、うがい)
・食を営む力の育成として色に興味を持ち、食材に触れ自分で作った食事を楽しんだり、食事のマナーなどを勉強する場を用意します。(日々の昼食、調理実習など)
・日常生活をおくる上で、身の回りのことが自分でできるように支援します。(挨拶、整理整頓、身だしなみ、交通ルールや買い物などの必要な判断力と対応力など)

・手先の器用さを鍛えたり、様々なものに触れる経験ができるように様々なものづくりを提供します。(裁縫、工作、塗り絵、アイロンビーズ、レジン、パソコンなど)
・バランスなどの体の使い方や眼と手の対応など五感を伸ばす取り組みを行います。(散歩、ストレッチ、筋トレ、ビジョントレーニング、有酸素運動など)
・相手や物との距離感が分かるよう可視化し、適切な距離をとれるように支援します。(イラスト、写真、ロールプレイなど)

本
人
支
援

・マイナスの感情を自信でコントロール、対応できるように支援します。(クールダウン、アンガーマネジメント、セルフケア)
・自分の役割やお金の扱い方、時間など社会に必要なルールを守れる必要性が学べるように支援します。（SST、コグトレなど）
・スケジュール管理、時間の把握、ルールの掲示で指示に沿った行動が取れたり、見通しをもてるように支援します。(外出イベントなど)

・自身の気持ちの伝え方を支援します。(SST・グループコミュニケーション・コグトレ)
・相手の気持ちや感情、状況を読み取れるように支援します。(ロールプレイ・グループワーク・アナログゲーム、SSTなど)
・要求、報告、聞く、模倣するなど自分も周りも大切にする言葉や行動が身につくように指導員も相手を大切にしつつ、本人ができたときにしっかりほめます。

・個別活動や集団活動を通し、自己理解や他者理解を養えるようにします。(趣味の共有、レク、ゲーム)
・相手を思いやり自分のことも大切にできるような行動が取れるよう支援します。(SST、ロールプレイ)
・自立に必要な社会生活で活躍するスキルを身に着けられるよう支援します。(挨拶、マナー、ルール、感謝、謝罪など)

支援方針 学校が終わると、家で過ごす時間が多い子どもたちが、「安心」して楽しく過ごし、個性を「尊重」しながら、一人ひとりの「可能性」をのばしてく、学び・遊びの場を提供していく。

営業時間 送迎実施の有無

法人（事業所）理念
放課後等に安心して楽しく過ごし、個性を伸ばしてく学び・遊びの場を提供し、一人ひとりが自分らしく活躍できる未来を実現できるような療育的な活動を地域特性や利用者特性に鑑み、
実施していく。

事業所名 放課後等デイサービス　アンダンテ成田 作成日支援プログラム


